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金属材料技術研究所

材料試験部疲れ試験室の新設について

　当所材料試験部では，昭和44年度を初年度とし

て金属材料の疲れに関する試験研究を総合的に実

施することになり，本年度はその一環として，試

験庁舎の一部（鉄筋コソクリート3階，1，050m2）

と各種疲れ試験機計2台の整備を行なう計画であ

る。

　金属材料の疲れ試験については，最近とみにそ

の重要性が強調され，総合的な試験研究体制の確

立が強く要請されてきており，一般機械，輸送用

機械等の製造工業における設計技術水準の向上，

ならびに国際競争力の強化のため極めて重要事と

なってきている。

　当所の計画にかかる疲れ試験室は，金属材料の

疲れ強さに関する総合的試験研究を中心業務と

L，合せて民問からの受託試験を実施するもの

で，昭和43年度をもって5ケ年にわたる整備計画

を終了したクリープ試験に関する業務と併せて，

わが国における材料の強さに関する総合的な試験

研究を推進する国内唯一の実施体制の確立を目標

とするものである。

　すなわち，全体計画として，試験庁舎（長さ75

m×巾10m）は鉄筋コソクリート3階建，延2278

m2の規模を有し，一方また，試験設備としては

大型疲れ試験機，小型疲れ試験機，高温疲れ試験

機等合計78台の設置よりなるものである。3年計

画の初年度として本年度はこのうち，回転曲げ疲

れ試験機（±30kg－m）10台，回転曲げ高温試験

機（±10kg－m）10台，および容量±50トソの油

圧式疲れ試験機（ローゼソハウゼソ型）1台を整

備する計画である。

　以上のような全体計画の下に，次のような試験

研究業務を実施するものである。

　1．試験研究
　国産材料の疲れ特性に関する試験研究を行な

い，その結果をデータシートとして広く設計にと

り入れられる資料として発表する。試験研究はつ

ぎの9項目について行なう予定である。

疲れ破壌の確率と試験結果のぱらつき等

各種耐熱材料の高温疲れ強さ

構造用板材と溶接継手の疲れ強さ

切欠き材の疲れ強さ

変動荷重による疲れ強さ

組み合せ荷重による疲れ強さ

受託試験

　民問企業等から依頼を受け受託試験と受託研究

を行う。

　以上の業務のうち，試験研究の一部は45年度よ

り，受託試験は46年度より開始する。

　また，本年3月13，14日の2日にわたり当該計

画の効率的推進を図るため，当所の疲れ試験の業

務に関係のある国立研究機関，学界および業界と

懇談会を開催し，各種要望および意見を聴取した

　なお，吉田進材料試験部長は，去る4月中旬に

英国Brightonで開催された材料の破壊に関する

第2回国際会議に出席したのち，ヨーロッパにお

ける疲れ試験関係の試験研究機関を視察してきた

が，その成果は当所の今後の材料試験部の業務の

推進に寄与することが期待される。



鉄単結晶の加工硬化
　加］二硬化という性質は，金属材料に強度と靱性

をもたらす重要な要素である。重た，材料の加工

硬化特性をうまく整えておくことは塑性加工の獅

でも極めて大切な問題である。金属材料の塑性変

形に伴なう性質の変化は，いろいろな要素によっ

て決められているが，その最も基本的な過程は，

変形に伴って結晶内を移動する多数の転位の間の

相互作用であり，また作り1」二1された転位の密度お

よびその分布状態である。鉄鋼材料のカl1工硬化

を，このような基礎的な立場から研究していくた

めには，純鉄の単結晶で得られる系統的な知識は

極めて有用である。金属物理第2研究室では，数

年前から鉄蝋結晶についての研究を統けている

が，最近加工硬化に闘する研究の一郷がまとまり

ました。

　鉄雌結晶が他の金属結■箔と区別される一つの特

徴は，そのカ萬工硬化特性が引張り轍の方位によっ

て大きく変化することである。その一例として，

図に一78oCの瀞度で測定された一組の荷重一伸

び腕線を示す。それぞれの試験片の引張り靹はほ

ぽ〔100〕一〔110〕の線上にのっており，図の数字

はそれの〔互00〕軸からの角度である。このよう

な低瀞では，引張り軸が〔！00〕附近のものは大

きな加工硬化を示すが，〔100〕鰍から10度以上離

れたものではほとんど加コニ硬化しない。そして，

変形初期の加〕二硬化率は，〔100〕結晶では低滑に

たるほど大きくたるが，〔110〕結晶では低温でむ

しろ小さくなる。このように，鉄雌結晶の加工硬

化特性は，結品方位によって非常に大きな養異が

あることがわかる・変形に伴なう結晶の方位回転

を調べることにより，大きなカ籔工硬化を示す緒晶

では4つのすべり系が働き，加工硬化の小さなも

のでは引張り轍にほぽ対称た2つのすべり系カミ働

いたことがわかる。重た変形した結晶内の転位の

観察によると，どちらの結晶も低温ではほとんど

がラセソ転位であるカミ，〔！C0〕結晶の転位密度は

〔王10〕結晶に比べて，同じひずみ量で比較し

て，約30倍位い多い。

　以上の観察楽実から，〔互00〕結晶では〔1玉0〕

結晶では見られたい転位間の梱互作用が存在する

ことが予想された。そこで，それぞれの結晶内を

動くラセソ転位の幾何学的な関係を調べてみる

と，〔100〕結晶で4つのすべり系が働くとときに

は，折力型の弾性的禰互作用をもつセラ！転位の

閻の切り合いがなけれぼ変形できたいヵミ，〔110〕

結晶が2重すべりをするときには，このような型

のラセソ転位の切り含いはなくても変形できるこ

とがわかる。このように考えると〔100〕結晶が低

瀞で大きなカl1工硬化を示すのは，折力型の欄互作

用をもつラセソ転位の切り合いが激しい転位の増

殖をひきおこし，その結果大きな加丁硬化がもた

らされたということにたるO

　このようなことは，ラセソ転位の動きで変形が

規定されていて，しかも雀つのすべ系が同時に働

くようた結晶一例えぼタソグステソやモリブデソ

という或る種の体心立方格子金属一でもみとめら

れている。

　ここで取り上げたような転位の相互作周による

加r腿化は，これまでよく調べられて来た而心立

方金属の場合にはみられなかった現象であり，鉄

鏑材料の加↑腿化を理解するためには，特に重要

な要素であると考えられる。
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研究への態度

特殊材料研究都長］二博依11日連平

　私は臼分の専門分野以外の方々の意見を出来る

だけ研究発展の参考にするように心がけている。

とかく専1≡1一コ家というものはその分野での基礎的並

びに応用的知識にわざわいされて独創的た考え方

に対して消極的となり，そのようなものは無意味

だとか爽現不可能だとか簡単に見切りをつけてし

まうからである。瑚≡Hコ家の意見は研究の目1約や指

針の参考にはたっても，その飛躍的な発展への寄

与は少たいと思う。

　金属材料に混在する酸化物などの非金属白勺介在

物が材料の機械的性質を向上させることなど専［一コ

家は予想もしなかった。むしろこの種の混入物は

材料の性質を劣化させるものとしてその除去に二傷

力がづづけられたといってよい。A1中に微細な

A1203粒子が均一に混存した材料の強力性が捌二H

されたのは今から24年祓のことである。この発見

は全くの偶然であったのだが，もしこの偶然性が

なかったならぼ分敵強化材料の今臼の発展はみら

れなかったであろう。転位論によってその強化機

構が解明されたのはずっと後のことである。しか

しながら偶然性にたよっていたのでは現在の科学

技術の急遼進歩においつけない。

　私の研究に対するもう一つのモットーはいわゆ

る「失敬は成功のもと」というよく突1］られた教劃11

の実行である。この諺の意味は失敗にめげず努力

をつづけれぱ必ず成功するということであろう

が，研究の場合は失敗の原困を可能たかぎり追究

する態度が必要である。これはなにも失敗した研

短　信1　表　彰
　日本金属学会および日本鉄鍋’脇会より昭和44年

度のつぎの各賞を受け，3月281ヨにそれぞれ表彰

されました。

　日本金属学会功績賞受賞　金属物理研究部金属

物理第4研究室長（併任），阪大教授　藤1壬1広志

　日本金属学会功績賞受費　電気磁気材料研究郁

電気磁気材料第2研究室長　太刀川恭治

　日本金属学会谷』11・ハリス費受賞　鉄鋼材料研

究部長（併任），東大教授　荒木透

究にいつまでも拘泥して，いたずらに研究費を浪

費してよいという意味ではたい。率直にいって私

は研究には失敗はないと思㌔ただ得られたデー

タが予期した研究目的に反すれぼ失敗とみるし，

かなえぱ成功とするだけの紺違である。世人は前

者を単なる研究結果とよび後者を研究成果と名づ

ける。基礎研究の場合はこの結果の原困を追究し

考察することによって常に研究成果へ導くことが

できる・しかし応用や開発の研究ではそうはいか

ない。現実に目1杓とした性能をもつ材料なり処理

方法が確立しなけれぱ失敗とみるからで，この意

味では基礎研究の方が遥かに安易である。しかし

ながらこの失敗とみられている研究結果の中に大

きな成功への因予が隠されていることがしぱLぼ

ある。

　有名な高Mn耐麟耗鍋の発見老であるHadf－

ie1dが玉8％Cr鋼を研究しながらCrは耐食性を害

するという全く逆の結果を得てステソレス鋼を発

見できなかったことは歴史が示す名高い勾…峡であ

る・彼がもしその原困を追究して炭素含量に帰因

することを見出していたならぼ，ステソレス鋼の

発明老としての栄誉も得ていたであろう。失敗を

かくすのは人情である。しかし私はこの予期に反

した研究結果の公表こそ重要であると思う。それ

は第3者に再び同じ結果を繰返させないための研

究費の節約に役立つし，また成功への因子をつか

む手段に利用できるからである。研究者は失敗を

恐れてはならず，世人はこれを非難してはならな

い。研究成果がその計画通りに挙げられるものな

らぼ，そのような研究などしなくてもよいという

ことになる。それが予期したように行ないところ

に研究への磐力が必要たのであり，これを打破し

たときの飛躍への一鰯の喜びがあるのである。

　賞本鉄鋼協会俵論文賞受賞　金鰯物理研究榔主

任研究官古林英一，東京大学物性研究所助教授
竹内　伸，臼本電子㈱　醐岡忠葵

　日本鉄鋼協会廼山記念賞受賞　鉄鍋材料研究部
鉄鋼研究室長　鈴木正敏
　腐食防食研究部表繭処理研究室長福島敏郎は，

金属表面技術協会から大塚賞を受け，2月10同に
表彰されたo

　　　　　　　所　内　公　開
　当所は科学技術遇間の行勾雪＝の一つとして，4月

29日に所内を公開し，外禺人を含む多数の見学者
があつた。



試験研究成果の学。協会発表
　昭和44年3月，4月に開催された学，協会にお

いて下記に掲載した研究題罵が口頭発表されまし

た。このほとんどは，それぞれの学，協会誌およ

び当所研究報告において論文発表される予定です

（鉄鋼協会に口頭発表されたものは次号に掲載す

る予定）○印は口頭発表老を示す。

　　　研　　究　　題　　目　　　　発表著

…麦凄学会　…　　「　’「
　◇N，Cを含む純鉄の降伏点におよぼ　　○大庭

こ螢着九歪級温度の影響につ。嚥、．，、葦霊1

　◇超音波による金属の弾性定数の測定　　山本　英爾1

　◇30mol％Cd彗As盟一70mol％Cd．P。園　　○磯村　磁宏1

　　溶半導体の離質におよぽす不純物　増本悶1」1

　　添カロの影饗

　◇Ni基2元合金の機械的佳質　　　　　　吉圧1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　0竹内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福沢

　◇溶融Fe－Nb系の窒素溶解度　　　　　○和田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　郡司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和田

　◇サブハライド法に1よる含アルミナ鉱　○菊地

　　石遺尤粗合金からアルミニウムの拙　　黒沢

　　出（アルミニウムの乾式精錬に関す　　　柳橋

　　る研究　第5報）

　◇焼結温度カ；A1－Cu系圧粉体の寸法　　　出村　院司，

　　変化にあたえる影饗　　　　　　　　○松川

　◇母合金混合法による焼緕ステソレス　○武日］　徽’’

　　鋼の製造（原料粉の造粒）　　　　　　圧附　錠司．

　◇母合金混合法による焼締ステンレス　　○武田

　　鋼の製造（焼結の活性化エネルギー）　　殴1村　暁司

　◇液体■婆霧法によって製造した鉄粉の　　　蘭村

　　二，三の性質　　　　　　　　　　　O鰐川

　◇クロムステソレス鋼の高温流れ中の　　伊藤

　　耐食性におよぽすクロム量の影響　　○溝水

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤俊司1

◇EDTAマスキソグ■共沈分離法にO大河内春ブ5「

　　よる徴量分析の研究（第3報）形波　　須藤恵美子1

　　ポーラログラフ法による鉄鋼中の徴　　　　　　　≡

　　量アソチモソ定量　　　　　　　　　　　　　　　！

◇高純度ニツケルおよびコパル／中の　須藤離子1

　　徴量酸素定量　　　　　　　　　　○斉藤　守正i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！，
　◇オーステナイト系ステソレス鋼の熱　　依凹

　　疲労特性におよぽす炭索の影響　　　　佐藤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　○山田武海1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熟田　友二≡1

　　研　究　纏　　国　　≡発表者

◇㍑むA玉一舳8仙、○蝋俊荒

◇Ni－Hf合金の時効硬化　　　　　　O渡辺　亮治

　　　　　　　　　　　　　　　　　：　貝沼　紀夫

◇Ni一至n合金の時効硬化　　　　　　○貝沼　紀夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺

◇Ruを含むZ「一Nb合金について　1　木村　啓造

　　　　　　　　　　　　　　　　　≡○上原　重昭

◇・i一・・％・1合金の時効避につ／・1O笹野久興

　て　　　　　　　　　　　　　≡辻本得蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　1木村啓造

◇Mg－Ce2元合金の高温における機10大森梧郎
　械的修質について　　　　　　　　1　松尾　　茂

◇酸素を添加したジルカロイー2の引10後藤　　勝

　張挙動　　　　　　　　　　　　　1　津谷　和男

　　　　　　　　　　　　　　　　　　木村勝造
◇高温水爽雰腋中でのニオブの機械10佐・木靖男

　的佳質　　　　　　　　　　　　　≡　天野　宗幸

◇版一プの縦成に対する、O太刀」I1恭治

　　　　　　　　　　　　　　　　　E．Nen｝bach

　　　　　　　　　　　　　　　　　　太フコ川恭治

◇Vに各種金属を添加したV・Gaテー1O井上　　廉

　ブの製法と趨電導特性　　　　　　　吉田　勇二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　太刀州恭治

　物理学会

…構造から1R構造（£巳・）にい1・梶原節夫

　たるまでの種々の積層不整

　溶接学会

◇圧接綴の組織と機械的倦質　　1橋本達哉
　　　　　　　　　　　　　　　　　≡○田沼　欣次

　機械学会
◇切欠材の疲れにおよぽす結晶粒の大≡O禰原　煕明

　きさの影響

　非破壊検査協会
◇磁気探傲こ紺る材料の磁化状態と10櫨竹一蔵

　磁粉の附着について

　　　　（通巻　第125号）
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